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奈 良 県 消 費 生 活 条 例 施 行 規 則
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第 一 章 総則

（ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 規 則 は 、 奈 良 県 消 費 生 活 条 例 （ 昭 和 四 十 九 年 十 二 月 奈 良 県 条 例

第 十 七 号 。 以 下 「 条 例 」 と い う ） の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の。

と す る 。

第 二 章 奈 良 県 消 費 生 活 審 議 会

（ 任 期 ）

（ 「 」 。） 、第 二 条 奈 良 県 消 費 生 活 審 議 会 以下 審議会 という の 委 員 の 任 期 は

二 年 と す る 。 た だ し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。

２ 委 員 は 、 再 任 さ れ る こ と が で き る 。

３ 専 門 委 員 は 、 専 門 の 事 項 に 関 す る 調 査 審 議 に 参 与 し 、 当 該 調 査 審 議 が 終

了 す る ま で の 間 在 任 す る 。

（ 会 長 ）

第 三 条 審 議 会 に 、 会 長 を 置 き 、 委 員 の う ち か ら 互 選 す る 。

２ 会 長 は 、 会 務 を 総 理 し 、 及 び 審 議 会 を 代 表 す る 。

３ 会 長 に 事 故 が あ る と き は 、 会 長 が あ ら か じ め 指 名 す る 委 員 が 、 そ の 職 務

を 代 理 す る 。

（ 会 議 ）

第 四 条 審 議 会 の 会 議 は 、 会 長 が 招 集 す る 。

、 、 。２ 審 議 会 は 委 員 の 過 半 数 が 出 席 し な け れ ば 会 議 を 開 く こ と が で き な い

３ 審 議 会 の 議 事 は 、 出 席 し た 委 員 の 過 半 数 で 決 し 、 可 否 同 数 の と き は 、 会

長 の 決 す る と こ ろ に よ る 。

（ 部 会 ）

第 五 条 部 会 に 属 す べ き 委 員 又 は 専 門 委 員 は 、 会 長 が 指 名 す る 。

２ 部 会 に 、 部 会 長 を 置 き 、 当 該 部 会 に 属 す る 委 員 の う ち か ら 互 選 す る 。

、 、 。３ 部 会 長 は 部 会 の 事 務 を 掌 理 し 部 会 の 経 過 及 び 結 果 を 会 長 に 報 告 す る

４ 部 会 長 に 事 故 が あ る と き は 、 部 会 に 属 す る 委 員 の う ち か ら 部 会 長 が あ ら

か じ め 指 名 す る 委 員 が 、 そ の 職 務 を 代 理 す る 。

５ 第 四 条 の 規 定 は 、 部 会 の 会 議 に つ い て 準 用 す る 。

６ 条 例 第 二 十 条 及 び 第 十 条 第 四 号 の 規 定 に よ り 審 議 会 の 権 限 に 属 さ せ ら れ

た 事 項 に つ い て の 部 会 の 決 議 は 、 審 議 会 の 決 議 と す る 。
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（ 幹 事 ）

第 六 条 審 議 会 に 、 幹 事 若 干 名 を 置 く 。

２ 幹 事 は 、 県 の 職 員 の う ち か ら 、 知 事 が 任 命 す る 。

３ 幹 事 は 、 会 長 の 命 を 受 け 、 審 議 会 及 び 部 会 の 会 務 を 処 理 す る 。

（ 庶 務 ）

第 七 条 審 議 会 の 庶 務 は 、 福 祉 部 健 康 安 全 局 食 品 ・ 生 活 安 全 課 に お い て 処 理

す る 。

（ 委 任 ）

第 八 条 こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か 、 審 議 会 の 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、

会 長 が 定 め る 。

第 三 章 消 費 者 の 被 害 の 救 済

（ 消 費 生 活 相 談 員 ）

第 九 条 知 事 は 、 条 例 十 九 条 第 一 項 に 規 定 す る 苦 情 の 処 理 そ の 他 消 費 生 活 に

関 す る 必 要 な 業 務 を 行 わ せ る た め 、 消 費 生 活 相 談 員 を 置 く も の と す る 。

（ あ っ せ ん 等 の 開 始 ）

第 九 条 の 二 知 事 は 、 条 例 第 二 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ り あ っ せ ん 又 は 調 停 に

付 す る 場 合 は 、 当 該 あ っ せ ん 又 は 調 停 に 係 る 苦 情 の 処 理 の 申 出 を し た 者 に

対 し 、 そ の 旨 を 書 面 よ り 通 知 す る も の と す る 。

２ 前 項 の 通 知 を 受 け た 者 は 、 知 事 に 対 し 、 遅 滞 な く 、 苦 情 内 容 申 告 書 （ 第

一 号 様 式 ） を 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

３ 知 事 は 、 苦 情 内 容 申 告 書 の 提 出 が あ っ た と き は 、 当 該 苦 情 内 容 申 告 書 の

写 し を 添 え て 、 第 一 項 の 申 出 に 係 る 事 業 者 に 対 し 、 あ っ せ ん 又 は 調 停 に 付

す る 旨 を 書 面 に よ り 通 知 す る も の と す る 。

（ あ っ せ ん 等 の 打 切 り 等 ）

第 九 条 の 三 審 議 会 は 、 あ っ せ ん 又 は 調 停 に 係 る 苦 情 に つ い て 、 解 決 の 見 込

み が な い と 認 め た と き は 、 あ っ せ ん 又 は 調 停 を 打 ち 切 る こ と が で き る 。

２ 前 項 の 規 定 に よ り あ っ せ ん 又 は 調 停 を 打 ち 切 っ た と き は 、 審 議 会 は 、 当

事 者 に 対 し 、 そ の 旨 を 書 面 に よ り 通 知 し な け れ ば な ら な い 。

（ 訴 訟 費 用 の 貸 付 け の 要 件 ）

第 十 条 条 例 第 二 十 一 条 第 一 項 に 規 定 す る 規 則 で 定 め る 要 件 は 、 次 の 各 号 に

掲 げ る と お り と す る 。 た だ し 、 第 三 号 の 規 定 は 、 知 事 が 特 別 の 理 由 が あ る

と 認 め た と き は 、 適 用 し な い こ と が で き る 。

一 条 例 第 二 十 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 審 議 会 の 調 停 に よ っ て 解 決 さ れ な い

苦 情 に 係 る も の で あ る こ と 。

二 同 一 若 し く は 同 種 の 原 因 に よ る 被 害 を 受 け た 消 費 者 が 多 数 生 じ 、 又 は

生 じ る お そ れ が あ る こ と 。

三 一 人 当 た り の 被 害 額 が 百 万 円 以 下 の 被 害 に 係 る も の で あ る こ と 。

四 審 議 会 に お い て 、 訴 訟 費 用 の 貸 付 け を 行 う こ と が 適 当 で あ る と 認 め ら

れ た も の で あ る こ と 。

五 県 内 に 住 所 を 有 し て い る 者 が 提 起 す る 訴 訟 で あ る こ と 。

（ 貸 付 金 の 額 ）
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第 十 一 条 条 例 第 二 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 貸 付 け を 行 う 資 金 （ 以 下 「 貸

付 金 」 と い う ） の 額 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 費 用 を 基 準 と し て 訴 訟 を 提 起。

す る 者 一 人 に つ い て 五 十 万 円 の 範 囲 内 で 知 事 が 相 当 と 認 め る 額 と す る 。

一 民 事 訴 訟 費 用 等 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 四 十 六 年 法 律 第 四 十 号 ） 第 二 章 の

規 定 に よ り 裁 判 所 に 納 め る 費 用

二 弁 護 士 に 支 払 う 費 用

三 前 二 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 訴 訟 に 要 す る 費 用 で 知 事 が 適 当 で あ る と

認めるもの。

２ 貸 付 金 の 額 は 、 多 数 共 同 し て 訴 訟 を 提 起 す る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 訴 訟

に つ い て 百 五 十 万 円 を 限 度 と す る 。

（ 貸 付 金 の 利 息 ）

第 十 二 条 貸 付 金 は 、 無 利 息 と す る 。

（ 貸 付 け の 申 請 ）

第 十 三 条 貸 付 金 の 貸 付 け を 受 け よ う と す る 者 は 、 消 費 者 訴 訟 費 用 貸 付 申 請

書 （ 第 一 号 様 式 の 二 ） に 住 民 票 の 写 し そ の 他 知 事 が 必 要 と 認 め る 書 類 を 添

付 し て 、 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

（ 貸 付 け の 決 定 等 ）

第 十 四 条 知 事 は 、 消 費 者 訴 訟 費 用 貸 付 申 請 書 を 受 理 し た と き は 、 当 該 申 請

に 係 る 書 類 の 審 査 そ の 他 必 要 な 調 査 を 行 い 、 貸 付 け の 可 否 及 び 貸 付 金 の 額

を 決 定 し 、 申 請 者 に そ の 旨 を 通 知 す る も の と す る 。

（ 貸 付 金 の 交 付 ）

第 十 五 条 前 条 の 規 定 に よ り 貸 付 け の 決 定 の 通 知 を 受 け た 者 は 、 貸 付 金 の 交

付 を 受 け よ う と す る と き は 、 消 費 者 訴 訟 費 用 貸 付 金 交 付 請 求 書 （ 第 二 号 様

式 ） を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

２ 知 事 は 、 消 費 者 訴 訟 費 用 貸 付 金 交 付 請 求 書 を 受 理 し た と き は 、 貸 付 金 を

交 付 す る も の と す る 。

（借用書）

（ 「 」第 十 六 条 前 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 貸 付 金 の 交 付 を 受 け た 者 以 下 借受人

と い う ） は 、 消 費 者 訴 訟 費 用 借 用 書 （ 第 三 号 様 式 ） を 知 事 に 提 出 し な け。

れ ば な ら な い 。

（ 貸 付 金 の 増 額 ）

、 、第 十 七 条 借 受 人 は 貸 付 金 に 追 加 し て 貸 付 け を 受 け る 必 要 が 生 じ た と き は

貸 付 金 の 増 額 を 申 請 す る こ と が で き る 。

２ 第 十 一 条 か ら 前 条 ま で の 規 定 は 、 貸 付 金 の 増 額 に つ い て 準 用 す る 。 こ の

場 合 に お い て 、 第 十 一 条 第 二 項 中 「 百 五 十 万 円 」 と あ る の は 「 百 万 円 」、

と 読 み 替 え る も の と す る 。

（ 貸 付 決 定 の 取 消 し 等 ）

第 十 八 条 知 事 は 、 第 十 四 条 （ 前 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む ）。

の 規 定 に よ り 貸 付 金 の 貸 付 け の 決 定 の 通 知 を 受 け た 者 が 、 次 の 各 号 の い ず

れ か に 該 当 す る と き は 、 当 該 貸 付 け の 決 定 の 全 部 又 は 一 部 を 取 り 消 す こ と

が で き る 。

一 相 当 と 認 め ら れ る 期 間 内 に 訴 訟 を 提 起 し な い と き 。

二 貸 付 金 を 貸 付 け を 受 け た 目 的 以 外 の 目 的 に 使 用 し た と き 。
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三 虚 偽 そ の 他 不 正 な 手 段 に よ り 貸 付 金 の 貸 付 け を 受 け た と き 。

四 第 十 条 第 五 号 の 規 定 に 該 当 し な い こ と と な っ た と き 。

五 訴 訟 を 取 り 下 げ た と き 。

六 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 こ の 規 則 に 違 反 し 、 又 は 知 事 の 指 示 に 従

わ な か っ た と き 。

２ 知 事 は 、 貸 付 け の 決 定 を 取 り 消 し た と き は 、 貸 付 金 を 交 付 せ ず 、 又 は 期

限 を 定 め て 貸 付 金 を 返 還 さ せ る も の と す る 。

（ 貸 付 金 の 返 還 ）

第 十 九 条 借 受 人 は 、 訴 訟 が 終 了 し た 日 か ら 起 算 し て 六 月 を 経 過 す る 日 ま で

に 貸 付 金 を 返 還 し な け れ ば な ら な い 。

（ 貸 付 金 の 返 還 債 務 の 免 除 ）

第 二 十 条 条 例 第 二 十 一 条 第 二 項 た だ し 書 に 規 定 す る 規 則 で 定 め る 要 件 は 、

次 の 各 号 に 掲 げ る と お り と す る 。

一 借 受 人 が 死 亡 し 、 当 該 訴 訟 を 承 継 す る 者 が い な い と き 。

二 判 決 又 は 和 解 に よ っ て 確 定 し た 額 が 貸 付 金 の 額 を 下 回 っ た と き 。

三 借 受 人 が 敗 訴 し た と き 。

四 そ の 他 知 事 が 特 に 必 要 と 認 め た と き 。

２ 借 受 人 （ 前 項 第 一 号 の 場 合 に あ っ て は 、 借 受 人 の 相 続 人 ） は 、 貸 付 金 の

返 還 債 務 の 免 除 を 受 け よ う と す る と き は 、 消 費 者 敗 訴 費 用 返 還 免 除 申 請 書

（ 第 四 号 様 式 ） に そ の 理 由 を 証 す る 書 類 を 添 え て 、 知 事 に 提 出 し な け れ ば

な ら な い 。

（ 返 還 債 務 の 履 行 猶 予 ）

第 二 十 一 条 知 事 は 、 借 受 人 が 災 害 そ の 他 や む を 得 な い 理 由 に よ り 貸 付 金 を

返 還 す べ き 日 ま で 返 還 す る こ と が 著 し く 困 難 で あ る と 認 め ら れ る と き は 、

返 還 債 務 の 履 行 を 猶 予 す る こ と が で き る 。

２ 借 受 人 は 、 前 項 の 猶 予 を 受 け よ う と す る と き は 、 消 費 者 訴 訟 費 用 返 還 猶

予 申 請 書 （ 第 五 号 様 式 ） に そ の 理 由 を 証 す る 書 類 を 添 え て 、 知 事 に 提 出 し

な け れ ば な ら な い 。

（延滞金）

第 二 十 二 条 知 事 は 、 借 受 人 が 正 当 な 理 由 な く 貸 付 金 を 返 還 す べ き 日 ま で に

返 還 し な か っ た と き は 、 当 該 返 還 す べ き 日 の 翌 日 か ら 返 還 の 日 ま で の 期 間

の 日 数 に 応 じ 、 返 還 す べ き 額 に つ き 年 一 〇 ・ 七 五 パ ー セ ン ト の 割 合 で 計 算

し た 延 滞 金 を 支 払 わ な け れ ば な ら な い 。

（ 届 出 事 項 ）

第 二 十 三 条 借 受 人 （ 第 四 号 の 場 合 に あ っ て は 、 借 受 人 の 相 続 人 ） は 、 次 の

各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 そ の 旨 を 証 す る 書 類 の 写 し を 添 え て 、

速 や か に 知 事 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。

一 訴 訟 を 取 り 下 げ 、 又 は 訴 訟 が 終 了 し た と き 。

二 訴 訟 に つ い て 請 求 の 趣 旨 を 変 更 し 、 又 は 訴 訟 の 承 継 が あ っ た と き 。

三 借 受 人 の 住 所 又 は 氏 名 を 変 更 し た と き 。

四 借 受 人 が 死 亡 し た と き 。

（報告等）

第 二 十 四 条 知 事 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 借 受 人 に 対 し 、 訴 訟 の 進

捗 状 況 、 貸 付 金 の 運 用 状 況 そ の 他 必 要 な 事 項 に つ い て 、 報 告 又 は 説 明 を 求
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め る こ と が で き る 。

第 四 章 雑 則

（証明書）

第 二 十 五 条 条 例 第 十 六 条 第 二 項 の 書 面 は 、 第 六 号 様 式 の と お り と す る 。

（ 公 表 ）

第 二 十 六 条 条 例 第 二 十 五 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 公 表 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を

奈 良 県 公 報 へ の 登 載 そ の 他 県 民 に 広 く 周 知 で き る 方 法 に よ り 行 う も の と す

る 。

( ) 事 業 者 の 住 所 及 び 氏 名 （ 法 人 に あ っ て は 、 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 、 名 称1
及 び 代 表 者 の 氏 名 ）

( ) 公 表 に 係 る 事 由2

（ 意 見 の 陳 述 ）

第 二 十 七 条 条 例 第 二 十 五 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 事 業 者 の 意 見 の 陳 述 は 、

知 事 が 口 頭 で す る こ と を 認 め た と き を 除 き 意 見 を 記 載 し た 書 面 以下 意、 （ 「

見 陳 述 書 」 と い う ） を 提 出 し て す る も の と す る 。。

２ 知 事 は 、 口 頭 に よ る 意 見 の 陳 述 を 認 め た と き は 、 そ の 指 定 す る 職 員 に 、

陳 述 さ れ た 意 見 の 要 旨 そ の 他 必 要 な 事 項 を 記 載 し た 調 書 を 作 成 さ せ る も の

と す る 。

（ 意 見 陳 述 の 機 会 の 付 与 の 通 知 の 方 式 ）

第 二 十 八 条 知 事 は 、 意 見 陳 述 書 の 提 出 期 限 （ 口 頭 に よ る 意 見 陳 述 の 機 会 を

付 与 す る 場 合 に は 、 そ の 日 時 ） ま で に 相 当 な 期 間 を お い て 、 事 業 者 に 意 見

陳 述 書 の 提 出 期 限 そ の 他 必 要 な 事 項 を 通 知 す る も の と す る 。

（ 知 事 に 対 す る 申 出 の 手 続 ）

第 二 十 九 条 条 例 第 二 十 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 出 を し よ う と す る 者 は 、

申 出 書 （ 第 七 号 様 式 ） を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

（その他）

第 三 十 条 こ の 規 則 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 知 事 が 別 に 定 め る 。

附則 略

第 １ ～ ６ 号 様 式 略
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第 ７ 号 様 式 （ 第 ２ ９ 条 関 係 ）

申 出 書

年 月 日

奈 良 県 知 事 殿

住 所

申出者

ふ り が な

氏 名 印

奈 良 県 消 費 生 活 条 例 の 定 め に 違 反 す る 事 業 活 動 が 行 わ れ て い ま す の で 、 同 条

例 第 ２ ６ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 次 の と お り 措 置 を と る こ と を 求 め ま す 。

記

１ 申 出 の 趣 旨

( ) 対 象 事 業 者1
氏 名 （ 名 称 ）

住 所 （ 所 在 地 ）

( ) 条 例 に 違 反 す る 事 業 活 動2

２ 求 め る 措 置 の 内 容

３ そ の 他 参 考 事 項


